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ご　挨　拶

●　1　●

全国大学保健管理協会が50周年を迎えました。この節目にあたり、ひとことご挨拶申し上げます。

教育基本法の第一条に「教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者とし
て必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行われなければならない」とあり、学校
における健康確保は教育のもっとも基本的な課題と位置づけられています。大学の保健管理施設は学
校保健安全法で規定された「学校医」と「保健室」の役割を担うものと広く認識されており、全国の
大学に医師その他の医療職が配置されています。とはいえ、いずれも小組織ゆえに全国レベルでの連
携が必要との考えから、1963年に第 1回全国大学保健管理研究集会が開かれ、1964年に社団法人全国
大学保健管理協会が発足しました。

創立25周年の記念特集号などを手がかりにこの50年を振り返ると、学生の成人病が生活習慣との関
連で議論されたり、student apathy という言葉に代表される学生のメンタルヘルス問題への取り組み
がなされたり、今も昔も変わりがない課題があります。一方で時代を映すものとして、公害問題のた
めに環境衛生分科会が設置されたり、若者の病気の代表であった結核は大幅に減少したため胸部X
線の意義が問い直されたりしたこともありました。

どの課題をとっても疾病の発症防止と早期発見・早期対応、すなわち予防医学の言葉で言えば一次
予防と二次予防に重点が置かれています。そのため、大学保健管理領域の学問は「○○病学」ではな
く「健康学」あるいは「健康科学」と言われてきました。疾病の予防、健康の増進は健常者に対して
行うものであり、学校医等による種々の機会・方法による啓発活動はとても大きな意義があります。
その意味では健康管理は教育の一環であり、多くの大学の保健管理施設に教員が配置されている所以
でもあります。

50年前の大学・短期大学進学率は20％に満たない状態でしたが、現在は50％を超えており、大学が
特別なコミュニティではなくなってきました。全国大学保健管理協会は公益社団法人化するとともに
高等専門学校にも門戸を開き、高等教育機関の健康管理を広く国民の中で捉えていく姿勢を打ち出し
ました。

これからも全国の大学保健管理施設における活動とその連携、そして学術面からの裏付けをさらに
発展させていただくよう心より願っています。

学生の健康基盤を支えた半世紀

松　本　　　紘
公益社団法人全国大学保健管理協会 会長

京都大学総長



創立50周年記念誌

●　2　●

大学進学者が半数を超える時代になり、大学というコミュニティにおける健康管理は、小中高の健
康管理や企業等における健康管理と同様の重要性を持つようになりましたが、最初から大学保健管理
を目指して保健管理センターに着任した医師や看護師・保健師は稀であろうと思われます。何かの縁
で大学保健管理センターに配属され、無我夢中でやっているうちに大学保健管理に意義と愛着を感じ
るようになっていたという方が大部分ではないでしょうか。

各大学の保健管理施設は小規模で一人で幅広い領域をカバーする必要がありますので、全国レベル
のネットワークはとても重要になります。それだけに保健管理業務に従事するスタッフの仲間意識は
強く、全国大学保健管理協会が開催する研究集会での情報交換も熱心です。

大学での健康管理は大学病院や市中病院での医療とは異なり、法令によって業務が規定される面が
大きく、症状のない人に積極的に接触し、予防に重点を置く、といった特質があります。また、大学
も一事業所であることから、学校保健のほかに産業保健も同時に行う必要があり、労働安全衛生法の
改正や国公立大学の法人化によって産業保健の比重が高まっている感があります。

このような状況にあって、温故知新、すなわち過去の経緯や積み上げてきた知恵を知って今後の業
務の改善を考えることはとても大切です。全国大学保健管理協会は50周年を迎え、その経験の蓄積は
大きなものになっています。ここにその50年を辿り、次の半世紀の礎としたいと思います。

挨　拶

川　村　　　孝
公益社団法人全国大学保健管理協会 代表理事
京都大学環境安全保健機構健康科学センター長
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